
第 36 回 建設業経理士 1 級（財務分析） 超解答速報 

令和 7 年 3 月 9 日 

弥生カレッジＣＭＣ 横山 

＜解答検討会：資料＞ 

超解答速報は速報性を重視しております。 

この資料は弥生カレッジＣＭＣが担当者 1 人で解答検討用に作成したものであり計算ミ

ス や考え違いなどが含まれている可能性があります。解答検討会終了後に変更される可能

性があります。ご了承ください。 

 

（第 1 問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字数はこの程度で十分です。これ以上の時数でまとめるのは時間的に無理があります。 

 

 

本日のお疲れ様会で、「このような回答を書いたがどうか？」とお知らせください。その場

で概説書などを調べて確認させて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

問 1 

地域別分析は自然条件により建築現場が影響を受けることから、特に企業間比較において

重要視されることになる。都道府県別または気象条件などで分類することが考えられる。 

規模別分析は、その企業規模により財務体質などが違うことから必要とされている。この

場合の規模は資本金や完成工事高などを基準とすることが多い。 

 

問 2 

建設業の業種は多様であり、例えば土木工事と電気工事ではその業態だけでなく、資本構

造や利益構造も大きく異なるケースがある。従って特に企業間比較においては業種別分析

を行う必要性が高いといえる。 



（第 2 問） 

1 2 3 4 5 

収益性 資本利益率 ＲＯＡ 税引後 当期純利益 

ハ キ カ ス ノ 

 

6 7 8 9 10 11 

売上高利益率 資本回転率 活動性 回転率 回転期間 3 か月 

ク ア コ フ オ ヘ 

 

4 は税引前かどうか迷いましたが、全体収益力から税引後にしました 

 

（第 3 問） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

44,000 26,000 89,600 6,002 

 

経営資本＝371,400 

借入金依存度より借入金合計 104,000 長期借入金＋社債＝70,000 

固定比率より固定資産合計 135,100→資産合計・負債純資産合計＝400,000 

総資本回転率より完成工事高＝480,000（月商 40,000） 

受取勘定滞留月数より受取手形＝44,000（受取手形） 

総資本 400,000－経営資本 371,400＝28,600 

 28,600－建設仮勘定 1,600-長期貸付金 1,000＝26,000（投資有価証券） 

 

総資本 400,000－純資産 140,000＝負債合計 260,000 

 260,000-固定負債 70,000＝190,000（流動負債） 

 流動比率より未成工事受入金以外の流動負債＝100,400 

 よって未成工事受入金 89,600 

 

Ｄは難易度高いので飛ばした方がいいかも（楽な方法あれば別です） 

私は方程式にしました（間違っていたらごめんなさいです） 

純支払利息率＝（支払利息－受取利息配当金）／売上高 

よって（支払利息－受取利息配当金）＝1,440 

また営業利益 22,284 と経常利益（完成工事高経常利益率より 15,360）の差が 6,924 

Ｙ支払利息＋Ｄその他－Ｘ受取利息配当金－518＝6,924 

Ｙ－Ｘ＋Ｄ－518＝6,924 

Ｄ＝6,924-1,440+518＝6,002 



（第 4 問） 

問 1 1,022 

問 2 158,800 

問 3 18,900,000 

問 4 106.6666（解答用紙の指示） 

問 5 22,812,000 

 

 

第 5 問はお疲れ様会で時間があれば一緒にやりましょう 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

3 月末までキャンペーン 
 

添削付き 

https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken1_pak.html
https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken1_pak.html

